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１  件名 

    中央材料室等滅菌消毒業務委託 

 

２ 病院概要 

【開設者】荒尾市長  浅田  敏彦  

【病院事業管理者】大嶋  壽海  

【院長】勝守  高士  

【所在地】熊本県荒尾市荒尾 2600 番地 

【許可病床数】274 床（一般 270 床、感染症 4 床）  

【診療科目】27 科 

内科、小児科、循環器内科、脳神経内科、呼吸器内科、血液内科、消化器内科、  

糖尿病・内分泌内科、腎臓内科、緩和ケア内科、泌尿器科、皮膚科、放射線治療科、  

画像診断・治療科、外科、脳神経外科、産婦人科、整形外科、形成外科、歯科口腔外科、 

リハビリテーション科、救急科、眼科、耳鼻咽喉科、病理診断科、麻酔科、精神科、 

【看護配置基準】一般病棟 7 対 1、回復期リハビリテーション病棟 

【職員数】約 650 人（非常勤、パート、委託、派遣職員含む）  

【手術件数の推移】 

（/月） 2018 年度 

実績 

2019 年度 

実績 

2020 年度 

実績 

2021 年度 

実績 

2022 年度 

実績(~7 月) 

新病院 

想定 

手術件数 95.3 件 92.3 件 89.1 件 74.7 件 75 件 114.6 件 

 ※上記の新病院想定についてはあくまで計画数値であり、内容を保証するものではない。 

 

３ 業務概要と目的 

  本業務は当院の中央材料室等における洗浄、滅菌、消毒等の業務を専門会社に委託する

ことにより業務効率の改善、手術件数の増加への対応強化など、診療の質の向上を図るこ

とを目的とする。 

  

４ 契約期間 

  現病院は 2023 年 10 月に同敷地内の新病院に移転予定である。本業務は移転前の現病

院および移転後の新病院において以下の業務期間で対応すること。 

現病院：令和 5 年 4 月 1 日から令和 5 年 9 月 30 日 

   新病院：令和 5 年 10 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日 

  ただし、上記の期間については 2023 年 1 月時点での想定であり、今後の工事状況等に

より期間が変わった場合は、病院と相談の上、対応すること。 
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５ 業務実施場所 

熊本県荒尾市荒尾 2600 番地 

   （新病院：令和５年８月中旬竣工予定／令和５年１０月に開院予定） 

 現病院 新病院(予定) 

中央材料室 １階 ２階 

実稼働病床数 256 床 274 床 

稼働部屋数 

手術室数 

心臓カテーテル室 

血管造影室 

 

５室 

１室 

１室 

 

４室 

２室 

１室 

主な設置関連機器 ・高圧蒸気滅菌装置 ２台 

・エチレンオキシドガス 

滅菌装置     1 台 

・過酸化水素低温プラズマ 

滅菌装置     １台 

・ウォッシャーディスイン 

フェクター    １台 

・高圧蒸気滅菌装置 ２台 

・過酸化水素低温プラズマ 

滅菌装置     １台 

・ウォッシャーディスイン 

フェクター    ２台 

・器具除染用洗浄器 １台 

 

６ 業務概要 

（１）中央材料室業務 

① 病棟外来器材の仕分・洗浄・乾燥・組立・包装・滅菌・収納（払出室の収納棚に配置） 

② 手術器材の回収・仕分・洗浄・乾燥・組立・包装・滅菌・収納業務 

③ 業者借用器械の使用前後の洗浄・乾燥・包装・滅菌業務 

（但し、使用後の器械は洗浄・乾燥のみとする） 

④ その他附帯業務 

・病棟外来器材の定数管理及び有効期限管理（中央材料室及び各部署） 

・手術器材の有効期限管理（手術室内） 

（２）その他 

    ① 病院への業務改善の提案 

    ② 各部署の定数変更要望や新規申請に対して病院と協議・決定 

 ※業務詳細については、「別紙 業務詳細」を確認すること。 

 ※契約期間中、運用の見直しにより業務内容に変更を生じることも想定されるが、病院と

の協議の上、柔軟に対応すること。 
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７ 業務日及び業務時間 

（１）業務日 

月曜日～金曜日（祝祭日、12 月 29 日から 1 月 3 日を除く） 

但し業務を行わない日が４日以上続く場合は、病院との協議の上、勤務日を設定する。 

（２）業務時間 

      8 時 30 分～19 時 00 分 

※手術器材最終受付時間は、17 時 30 分までとし、17 時 30 分以降は洗浄業務のみ実

施するものとする。 

 

８ 業務実施に係る基本事項 

（１）受託者は、受託責任者１名を常駐させ、その任務を遂行すること。 

（２）受託者は、作業従事者として適正な人員を履行場所の常勤者として配置すること。 

（３）受託者は、作業従事者に対して労働安全衛生法に基づいた健康診断を年１回以上受け

させること。 

（４）受託者は、本業務を的確・安全に行うため、次に掲げる事項を含む研修を行った後で

業務に就かせること。 

➀滅菌・消毒の意義と効果 

②滅菌・消毒機器の名称と使用目的 

③感染の予防と主な感染症 

④取り扱い医療用器材の名称と機能 

（５）受託者は、業務の具体的な実施方法に関する標準作業マニュアルを常備し、作業従事

者に周知徹底すること。 

（６）受託者は、作業従事者に対し、業務実施に適した清潔な被服及び名札を着用させるこ

と。ただし、業務上、病院指定の被服の着用が必要となる場合はこの限りではない。 

（７）受託者は、作業従事者に対して言動に十分注意させ、患者及び職員等に不快感を与え

ないようにすること。 

（８）受託者は、作業従事者の服務規律の維持に責任を負うこと。 

（９）建物、設備、機器について異常・破損等の発見あるいは事故の発生した場合、病院に

直ちに報告し指示を仰ぐこと。 

（10）作業に当たっては、業務に関係ない場所には立入らない。 

（11）作業に当たっては、他部署の業務に支障をきたさないように注意する。 

（12）受託者及び作業従事者は、院内秩序の維持に努めること。また、患者側から病院職員

の一員として見られていることを常に認識し適切な対応を心掛けること。 

（13）受託者は、仕様書の内容を受託責任者及び作業従事者に周知徹底すること。 
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９ 受託者の受託条件 

受託者は、業務を受託するに当たり、下記要件を満たすものとし、病院が指定する日ま

でに証明できる書類の写しを提出すること。 

（１）受託者は、財団法人医療関連サービス振興会による「院内滅菌消毒業務」の医療関連

サービマークの認定を受けていること。 

（２）受託者は、財団法人医療関連サービス振興会による「院内清掃業務」の医療関連サー

ビマークの認定を受けていること。 

（３）受託者は、財団法人医療関連サービス振興会による「院外滅菌消毒業務」の医療関連

サービスマークの認定を受けた直営の滅菌センターを有し、病院内の設備が故障し

た場合のバックアップ体制を整えていること。 

（４）プライバシーマーク使用許諾事業者であること、又は同等に個人情報について適正な

保護措置を講ずる体制を整備している事業者であることを客観的に示せることがで

きること。 

（５）受託者は、直近の５年間において、九州圏内において病床数 200 床以上の医療機関

で、当業務と同様の滅菌業務を 2 年間以上継続して請負っている実績を 5 施設以上

有すること。 

（６）受託者は、以下の資格及び経験を有する者を受託責任者として 1 名配置するものと

する。 

①院内における滅菌消毒業務経験が 3 年以上であること。 

（７）受託者は、以下の資格を有する作業従事者を１名以上配置すること。 

①普通第一種圧力容器取扱作業主任者 

②特定化学物質及び四アルキル鉛等作用主任者 

 

10 経費の負担区分 

（１）従事者の制服、靴及び従事者の健康診断の経費は受託者の負担とする。 

（２）業務遂行にかかる光熱水料及び消耗品等は病院の負担とする。 

（３）業務に必要な施設・設備・備品等は請負者に貸与する。 

また、設備機器のメンテナンスは病院の負担で実施する。 

（４）契約書の印紙税（病院保管分）は病院が負担する。 

（５）契約書の印紙税（受託者保管分）は、受託者が負担する。 

 

11 受託者の責務 

（１）守秘義務 

受託者は個人情報保護のため、業務上知り得た当院及び患者等の秘密を第三者に漏

らしてはならない。また、このことは契約解除及び期間満了後においても同様とする。 
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（２）法令の遵守 

受託者は、業務を遂行するにあたり関係法令を遵守し、患者サービスに努めなければ

ならない。 

（３）信用失墜行為の禁止 

受託者は、病院の信用を失墜する行為をしてはならない。 

 

12 受託責任者の責務 

（１）病院との連絡及び調整 

（２）作業従事者に対する指導・教育 

（３）作業従事者に対する作業指示・監修 

（４）作業従事者の人事・労務管理全般 

 

13 損害賠償責任 

（１）受託者は、その責に帰すべき理由により使用物件及び病院施設の全部又は一部を滅失

又は毀損したときは、当該滅失又は毀損による損害額に相当する金額を損害賠償と

して支払うこと。ただし、受託者の負担により現状に回復した場合は、この限りでは

ない。 

（２）前記（１）に定める場合のほか受託者は、募集要項に定める業務を履行しないため病

院事業に損害を与えたときは、その損害額に相当する金額を損害賠償額として支払

うこと。 

（３）第三者に生じた事項が病院の責に帰さない事由による場合は、受託者がこれを補償す

ること。 

（４）当院利用者とのトラブル等は迅速かつ誠実に対応することとし、必要に応じて、その

内容を病院に報告すること。なお病院は病院の責に帰すことが明らかな場合を除き、

盗難事故や破損事故等に関しては一切の責任を負わないこととする。 

 

14 その他 

（１）契約条件等に違反があった場合は、契約期間にかかわらず、病院が指定する日をもっ

て契約を解除するものとする。また、病院が業務について指導したにもかかわらず、

一向に改善されない場合は契約を解除する場合がある。 

（２）受託者の事情により契約を解除する時は、原則として新たな受託者が決定するまでの

間、業務を継続しなければならない。 

（３）緊急時連絡先及び苦情処理体制を明確にした書類を病院に提出すること。 

（４）受託者のスタッフは院内では制服を着用し、名札を着用すること。また、定期的な健

康診断の受診、インフルエンザ等予防接種等、病院の指示に従わなければならない。 
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（５）従事者又はその同居人が、伝染病に罹患した場合及び疑いがある場合、受託責任者は

速やかに文書にてその旨を病院に届けること。 

（６）施設は善良な意思を持って管理し、常時整然かつ清潔に保たなければならない。また、

無断で改修、模様替え等を行ってはならない。 

（７）病院の実施する防災訓練、法令年次点検、施設修繕等に協力すること。 

（８）本仕様書に疑義があるときは、病院と受託者が協議の上、決定するものとする。 


